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風薫る、さわやかな好季節となりました。4 月下旬には家庭訪問をさせていただき、お忙しい中、ご

対応ありがとうございました。時間も限られており、十分な話し合いは難しかったかとは思いますが、こ

れを機会に担任とよりよい関係を作っていただけたらと考えております。よろしくお願いします。 

さて新年度が始まり、１か月が過ぎ、子どもたちは新しい学年、学級での生活のペースをつかみ、頑

張ってくれています。ご家庭での様子はいかがでしょうか。家庭と学校がバラバラな方向を向いて、努

力しても成果はあがりません。本校の課題の一つである学力向上についても家庭と学校が連携し、互

いの歯車がかみ合ったとき、大きな成果を上げると考えています。 

また「家庭学習力が高い子どもほど学力が定着している」と言われています。着実に学力が身につ

いている子どもには以下のような特徴があるそうです。①漫画以外のいろいろな種類の本を読んでい

る。 ②毎日決まった時間に寝起きするなど生活リズムが確立している ③やり遂げる目標を持って学

習している ④難しいことでも自分から進んで学習している ⑤得意分野をさらに伸ばすための自主的

な学習を行っている。確かにこういった習慣が、身についていれば、学力が定着するというのも頷けま

す。 

「基礎学力」の定着には、学校での学習とともに家庭において「机に向かう習慣」も大切であると考

えています。家庭学習が習慣化するよう、子どもたちにお声がけいただきますよう、お願いいたします。

おうちの方の「ほめ言葉」と「はげまし」が１番の力となります。 

校長 清水 啓史 
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家庭学習の習慣の大切さ 
  

 

 

 

かなん桜だより 

本年度の学校経営の重点  「未来につながる 学校を創る」 

１．確かな学力の育成（学ぶ、わかるよろこび） 

自ら学び、自ら考える（自学自習）力をつける、きめ細かな指導（様々な指導体制で）の推進  

家庭学習、読書の充実、さらに習慣化を図る 

２．豊かな表現力の育成（言葉を豊かに、自らすすんで発信）  

国語のみならず、算数や社会、理科、外国語など全教科で、「書く」力の育成を図る 

   言語活動（対話の中で考えを深め、気づきを大切にして自分の言葉で伝える力）の育成を図る。 

３．個を大切にした集団づくり（「みんなちがって みんないい」の共有） 

学級活動、たて割り活動などを通し、助け合い・思いやり・問題解決力を育てる。 

   人間関係力の育成（グループワークトレーニング活用・つながり力の育成） 

   全児童のための校内基礎的環境整備充実と支援を要する児童への合理的配慮の実施 

   ユニバーサルデザインの共有 

４．心身の健康増進（体力・感受性・気づき） 

道徳教育の充実、体力づくり、食育、生活習慣・規律を確立する 

キャリア教育を通して、将来の自分像・憧れる自己イメージの獲得 

５．家庭・地域との連携（つながる・安心安全） 

  こまめな連絡、情報の速やかなキャッチと伝達、家庭との両輪の意識共有 

「広くなった校区（わがふるさと）」への理解推進の教育実施 

自らの命は自らが守る意識向上、万一の時の対応力を育てる 

 

キャリア教育を通して、将来の自分像、憧れる自己イメージの獲得 

 

 

裏面あり 


